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（2017.8.14  岩見メモ） 

第 3回川西市特別職報酬等審議会：論点整理の試み（Ａ） 

 

今回の諮問の「対象」となる特別職等とは（下線は新規） 

Ａ．市長・副市長・教育長／議長・副議長・議員 

Ｂ．行政委員会（教育・選挙管理・監査委員・公平・固定資産評価審査・農業） 

 

１．川西市の財政状況／今後の見通し 

   依然として厳しい（人口減、少子高齢化）○(＊) ←→△改善？（将来負担比率は漸減） 

   「歳入については、市民税・固定資産税などの市税は今後も増収が期待できない状況が続く。歳出

では、医療・介護やその他の社会保障に係る費用が今後増加していくことが予想される。過去に借

り入れた市債の償還がピークを過ぎ、公債費は今後減少する見込み」（H27 決算：市の財政状況「広

報誌」から抜粋）。将来負担比率とは、将来的な借金（地方債の残高や債務負担）の総額を、一般財

源総額（市税や地方交付税等の総額）で割ったもの：川西市の場合は H27決算までは減少（健全化？）

傾向にあるが、H28 から増加が見込まれる。【資料１】 

２．特別職等の職務・職責 

重責に見合う相応の処遇○ ←→ △ボランティア（無償）が本筋 

   一般に議員の個別のパフォーマンス（とくに議会外活動）を評価するのは困難 

    ＊議員は専業化の傾向→生活給的な色彩が強まる模様（2014 当審議会答申） 

    ただ、議員定数をめぐる議論、高給イメージなど微妙な市民感情が絡むのも事実 

３．他都市との比較：○阪神 7 市／県内 29 市／△類似団体 27 市 

   比較するに足る相対的に有効な「対照群」を選定→前回答申と同様「阪神 7 市」デー

タを比較秤量するのが合理的か（類似団体の内からさらに絞り込んでシミュレートしてみるか）  

   【資料２】 

 

４．一般職との比較：人事院勧告／川西市一般職（全体／部長級） 

   前回答申は人事院勧告をもっとも強い根拠と見なす内容であった（98.1％） 

   特別職等の報酬・給料は一般職（全体）or 一般職（部長級）給料のどちらと対応させ

るべきか（参考：H25 年度比 全体＝96.3％ 部長級＝93.5％） 

５．特別職相互間の比較 

     前回答申では、市長（100）：副市長（x）／議長（ｙ）・副議長（ｚ）・議員（100） 

     の比率（指数）関係は、他市においても近似していることを確認したが、今回新たに

加わった教育長についても同様のことが追認できるため、今回もそれを前提とするの

が合理的か 

      

※ 検討するうえでの基本的前提 

 報酬・給料の本来額（条例本則上の額）vs. 独自減額（条例附則上の特例措置） 

 年間収入総額ベース（月額＋地域手当＋期末手当）vs. 月額（報酬・給料） 

⇒「地域手当」の支給根拠は「？」 

(＊) ◯・△の表記は岩見の私見に基づく優先順位を表している ◯＞△ 
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阪神７市　市長給料月額、議員報酬月額の推移（隔年）

○市長給料月額の推移 ○議員報酬月額の推移

　【給料月額】 　【給料月額】

H9.4.1 H11.4.1 H13.4.1 H15.4.1 H17.4.1 H19.4.1 H21.4.1 H23.4.1 H25.4.1 H27.4.1 H29.4.1 H9.4.1 H11.4.1 H13.4.1 H15.4.1 H17.4.1 H19.4.1 H21.4.1 H23.4.1 H25.4.1 H27.4.1 H29.4.1

給料月額 1,040,000 1,040,000 1,040,000 1,040,000 1,040,000 1,040,000 1,040,000 1,040,000 1,040,000 1,020,000 1,020,000 給料月額 603,000 603,000 603,000 603,000 603,000 603,000 603,000 603,000 603,000 592,000 592,000

改定率 - - - - - - - - - -1.9% - 改定率 - - - - - - - - - -1.8% -

給料月額 1,234,000 1,234,000 1,234,000 1,234,000 1,234,000 1,234,000 1,177,000 1,177,000 1,177,000 1,177,000 1,177,000 給料月額 671,000 671,000 671,000 671,000 671,000 671,000 640,000 640,000 640,000 640,000 640,000

改定率 - - - - - - -4.6% - - - - 改定率 - - - - - - -4.6% - - - -

給料月額 1,261,000 1,261,000 1,261,000 1,261,000 1,261,000 1,261,000 1,261,000 1,206,000 1,206,000 1,206,000 1,206,000 給料月額 690,000 690,000 690,000 690,000 690,000 690,000 690,000 687,000 687,000 687,000 687,000

改定率 - - - - - - - -4.4% - - - 改定率 - - - - - - - -0.4% - - -

給料月額 1,072,000 1,072,000 1,072,000 1,072,000 1,072,000 836,000 836,000 836,000 836,000 836,000 1,061,000 給料月額 622,000 622,000 622,000 622,000 622,000 622,000 560,000 560,000 560,000 560,000 591,000

改定率 - - - - - -22.0% - - - - 26.9% 改定率 - - - - - - -10.0% - - - 5.5%

給料月額 1,121,000 1,121,000 1,121,000 1,121,000 1,121,000 1,063,000 1,063,000 1,063,000 1,063,000 1,036,000 1,036,000 給料月額 632,000 632,000 632,000 632,000 632,000 599,000 599,000 599,000 599,000 584,000 584,000

改定率 - - - - - -5.2% - - - -2.5% - 改定率 - - - - - -5.2% - - - -2.5% -

給料月額 1,123,000 1,123,000 1,123,000 1,123,000 1,123,000 1,123,000 1,021,000 1,021,000 988,000 978,000 978,000 給料月額 652,000 652,000 652,000 652,000 652,000 652,000 610,000 610,000 593,000 587,000 587,000

改定率 - - - - - - -9.1% - -3.2% -1.0% - 改定率 - - - - - - -6.4% - -2.8% -1.0% -

給料月額 1,016,000 1,062,000 1,075,000 1,075,000 1,000,000 1,000,000 1,000,000 1,000,000 945,000 982,000 982,000 給料月額 440,000 481,000 500,000 500,000 490,000 490,000 490,000 490,000 490,000 500,000 500,000

改定率 - 4.5% 1.2% - -7.0% - - - -5.5% 3.9% - 改定率 - 9.3% 4.0% - -2.0% - - - - 2.0% -

※芦屋市のH29.4.1時点での改定については、地域手当15％分を給与月額に盛り込み、改定しています
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阪神７市「市長・副市長・教育長年収一覧（本則）」
川西市人勧ベース△3.7%

（平成２９年４月１日現在）

市長 副市長 教育長 市長 副市長 教育長

1 川西市 982,000円 796,000円 695,000円 5,573,832円 4,518,096円 3,944,820円 18,536,232円 4 15,025,296円 6 13,118,820円 4

2 尼崎市 1,177,000円 942,000円 805,000円 5,546,612円 4,439,175円 3,793,562円 19,670,612円 2 15,743,175円 2 13,453,562円 2

3 西宮市 1,206,000円 974,000円 827,000円 6,222,960円 5,025,840円 4,267,320円 20,694,960円 1 16,716,840円 1 14,191,320円 1

4 芦屋市 1,061,000円 885,000円 732,000円 5,474,760円 4,566,600円 3,777,120円 18,206,760円 6 15,186,600円 4 12,561,120円 6

5 伊丹市 1,036,000円 857,000円 725,000円 5,286,190円 4,372,843円 3,699,313円 18,961,390円 3 15,685,243円 3 13,269,313円 3

6 宝塚市 978,000円 795,800円 682,000円 5,180,955円 4,215,751円 3,612,895円 18,521,853円 5 15,071,257円 5 12,916,057円 5

7 三田市 982,000円 785,000円 687,000円 5,067,120円 4,050,600円 3,544,920円 16,851,120円 7 13,470,600円 7 11,788,920円 7

年収（給与＋地域手当＋期末手当）
支給額

支給率
支給額

支給月数 役職加算
支給額（順位）

市長 副市長 教育長

10% 4.3月 20% なし

給料月額 地域手当 期末手当

管理職加算

なし 3.25月 45% なし

なし 4.3月 20% なし

なし 4.3月 20% なし

10% 3.25月 20% 25%

15% 3.25月 20% 25%

なし 4.3月 20% なし
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阪神７市「議長・副議長・議員年収一覧（本則）」
川西市人勧ベース△3.7%

（平成２９年４月１日現在）

議長 副議長 議員 議長 副議長 議員

1 川西市 701,000円 629,000円 570,000円 3,617,160円 3,245,640円 2,941,200円 12,029,160円 5 10,793,640円 5 9,781,200円 5

2 尼崎市 797,000円 717,000円 640,000円 3,755,862円 3,378,862円 3,016,000円 13,319,862円 2 11,982,862円 2 10,696,000円 2

3 西宮市 827,000円 748,000円 687,000円 4,267,320円 3,859,680円 3,544,920円 14,191,320円 1 12,835,680円 1 11,788,920円 1

4 芦屋市 737,000円 653,000円 591,000円 3,802,920円 3,369,480円 3,049,560円 12,646,920円 3 11,205,480円 3 10,141,560円 3

5 伊丹市 720,000円 646,000円 584,000円 3,393,000円 3,044,275円 2,752,100円 12,033,000円 4 10,796,275円 4 9,760,100円 6

6 宝塚市 711,700円 639,400円 587,000円 3,353,887円 3,013,173円 2,766,238円 11,894,287円 6 10,685,973円 6 9,810,238円 4

7 三田市 636,000円 549,000円 500,000円 3,281,760円 2,832,840円 2,580,000円 10,913,760円 7 9,420,840円 7 8,580,000円 7

報酬月額 期末手当 年収（報酬＋期末手当）
支給額 支給額

支給月数 役職加算
支給額（順位）

議長 副議長 議員

4.3月 20%

3.25月 45%

3.25月 45%

4.3月 20%

4.3月 20%

4.3月 20%

3.25月 45%
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阪神７市の特別職報酬等の状況
＜年収＞ （平成２９年４月１日現在）

区分
市 市長 副市長 教育長 議長 副議長 議員

人 円 円 円 円 円 円

条例本則額 18,536,232 15,025,296 13,118,820 H27.4.1 12,029,160 10,793,640 9,781,200 H27.4.1

（議員報酬に
対する割合）

190 154 134 123 110 100

削減額 - - - 備考参照 - - - -

条例本則額 19,670,612 15,743,175 13,453,562 ※H20.4.1 13,319,862 11,982,862 10,696,000 H20.4.1
※直近の答申（H24.9.6）で、退職手当の水
準のみ減額とした

（議員報酬に
対する割合）

184 147 126 125 112 100

削減額 16,871,556 137,249,940 12,591,205 備考参照 - - - -
市長10％、副市長10％、教育長5％,
H28.4～H30.3まで削減

条例本則額 20,694,960 16,716,840 14,191,320 ※H21.8.1 14,191,320 12,835,680 11,788,920 H21.8.1 ※直近の答申（H29.3.27）で据え置きとした

（議員報酬に
対する割合）

176 142 120 120 109 100

削減額 - - - - - - - -

条例本則額 18,206,760 15,186,600 12,561,120 H27.6.11 12,646,920 11,205,480 10,141,560 H27.6.11
適用年月日：副市長H27.7.1、教育長
H27.4.1

（議員報酬に
対する割合）

180 150 124 125 110 100

削減額 17,659,284 14,729,940 12,372,264 - - - - -

条例本則額 18,961,390 15,685,243 13,269,313 H27.4.1 12,033,000 10,796,275 9,760,100 H27.4.1

（議員報酬に
対する割合）

194 161 136 123 111 100

削減額 17,065,251 14,744,128 13,136,619 備考参照 - - - -
市長10％、副市長6％、教育長1％,
H29.4～H30.3まで削減

条例本則額 18,521,853 15,071,257 12,916,057 H27.4.1 11,894,287 10,685,973 9,810,238 H27.4.1

（議員報酬に
対する割合）

189 154 132 121 109 100

削減額 15,985,973 13,439,695 11,767,001 備考参照 11,536,639 10,685,973 9,810,238 備考参照
市長10％、副市長7％、教育長5％、
H28.4～H31.3まで削減
議長～議員3％、H29.1～H31.3まで削減

条例本則額 16,851,120 13,470,600 11,788,920 H27.4.1 10,913,760 9,420,840 8,580,000 H27.4.1

（議員報酬に
対する割合）

196 157 137 127 110 100

削減額 16,851,120 13,470,600 11,788,920 備考参照 - - - -
市長20％、副市長15％、教育長10％,
H29.1～H31.7まで削減

備考

川西市
155,500 26

尼崎市 450,765 42

人口
給料

適用年月日
議員報酬

適用年月日 議員定数

西宮市 488,079 41

三田市 111,950 22

伊丹市 196,632 28

宝塚市 225,010 26

芦屋市 94,474 21
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将来負担比率
市において将来負担すべき実質的な債務が、標準財政規模を基本とした額に対する比率です。
なお、この比率が350%以上であると、財政健全化法に基づく、早期の財政健全化が必要な団体となります。
①各会計から公社及び第三セクターまで、将来返済する可能性のある額を把握することができます。
②この比率が高まると、将来の財政運営において資金繰りが悪化する可能性が高くなります。

標準財政規模
地方公共団体の一般財源（主に税や普通交付税等）の標準規模を示したもので、

通常水準の行政活動を行ううえで必要な一般財源の総額

阪神７市（H27決算）の状況 兵庫県下（H27決算）の状況
H27 H26 市平均 63.6

川西市 114.1 133.4 市平均（神戸除き） 56.2
尼崎市 122.5 136.0
西宮市 33.9 36.6
芦屋市 121.6 119.7
伊丹市 14.3 20.9
宝塚市 43.0 48.8
三田市 2.1 1.7
（単位はどれも％）

川西市の推移 川西市に近い兵庫県下の市（H27決算）の状況
H20 170.6 豊岡市 112.5
H21 163.7 川西市 114.1
H22 159.2 洲本市 119.8
H23 160.9 芦屋市 121.6
H24 152.6 尼崎市 122.5
H25 147.3 南あわじ市 122.8
H26 133.4 宍粟市 122.8
H27 114.1
H28 114.6
H29 130.5
H30 130.5

H28以降は推計値（中期財政運営プランによる）
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類似団体（Ⅳ－３）　特別職給料月額・議員報酬一覧（本則）

　○人口１８万人未満の類似団体を抽出

兵庫県 川西市 155,500 10.0% 26 1,020,000 827,000 722,000 728,000 653,000 592,000

釧路市 173,223 0.0% 28 1,035,000 835,000 725,000 600,000 540,000 496,000

苫小牧市 172,601 0.0% 28 980,000 800,000 680,000 520,000 480,000 440,000

狭山市 152,730 10.5% 22 970,000 815,000 750,000 510,000 460,000 440,000

新座市 165,081 10.0% 26 918,000 767,000 702,000 463,000 420,000 400,000

久喜市 154,016 6.0% 30 957,000 805,000 737,000 483,000 433,000 410,000

野田市 154,772 6.0% 28 972,000 831,000 750,000 547,000 492,000 450,000

佐倉市 176,518 9.0% 28 940,000 800,000 720,000 520,000 480,000 460,000

習志野市 171,970 13.0% 30 950,000 810,000 730,000 540,000 500,000 480,000

浦安市 167,463 12.0% 21 1,000,000 830,000 750,000 630,000 560,000 520,000

東京都 東村山市 150,541 15.0% 25 943,000 801,000 740,000 558,000 506,000 485,000

鎌倉市 172,352 15.0% 26 961,000 814,000 716,000 579,000 520,000 479,000

秦野市 166,093 6.0% 24 938,000 768,000 684,000 542,000 473,000 433,000

山口県 宇部市 167,484 0.0% 28 940,000 755,000 684,000 551,000 498,000 470,000

164,988 7.9% 26 961,846 802,385 720,615 541,769 489,385 458,692

　○地域手当１０％の類似団体を抽出

兵庫県 川西市 155,500 10.0% 26 1,020,000 827,000 722,000 728,000 653,000 592,000

埼玉県 新座市 165,081 10.0% 26 918,000 767,000 702,000 463,000 420,000 400,000

市川市 482,544 10.0% 42 1,016,000 837,000 744,000 724,000 652,000 604,000

松戸市 492,787 10.0% 44 1,050,000 860,000 760,000 720,000 660,000 590,000

八千代市 196,144 10.0% 28 946,000 804,000 737,000 520,000 480,000 460,000

兵庫県 伊丹市 196,632 10.0% 28 1,036,000 857,000 725,000 720,000 646,000 584,000

306,638 10.0% 34 993,200 825,000 733,600 629,400 571,600 527,600

※平均値には川西市を含んでいません。
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教育⾧  部⾧（最高）

条例上 本則 管理職手当 地域手当 期末勤勉手当 支給合計

教育⾧ 722,000 - 72,200 4,098,072 13,628,472

部⾧ 467,100 85,000 55,210 2,687,810 8,955,530 差額 4,672,942
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